
特定非営利活動法人 農スクール
事業実施期間令和３年度～令和４年度

神奈川県

都市部に住む引きこもり状態の方への研修を行う＋農業での短期的な労働需要を調査する。
それらにより、引きこもり状態の方が農業に短期的に就労できる形を地域に作る。

特定非営利活動法人 農スクール

令和４年度取組み内容

事業実施主体構成員 実績値（目標値）
引きこもり状態や働きづらさを抱えた状態から、地域の農業者の元に、ア
ルバイトや正社員として通うになったり、農業大学校への進学、援農など
農業に関わる状態になる方：９名 （目標値：10名）
尚、令和５年３月時点でも就農等に向けた伴走支援を継続中

今年度の取組み内容

ア 労働力の需給状況の把握（地域の状況及び労働力提供可能な者の把握等）

令和３年度に藤沢市やその近辺の農業者125名を対象に、地域の労働力に関するアンケート調査を実施した。また、同じく藤沢市及びその近辺の農業者３０
名を対象に追加でのヒアリング調査を実施した。今年度は、調査から明らかになった「コミュニケーション」「モチベーション」「問題解決能力」「身体能
力&農業スキル」といった農業者が人を雇用する際に重要視するポイントを踏まえた農業研修プログラムの実装を行った。また、調査から「最低賃金を支払
うこと」が農業者が人の雇用を躊躇する際の大きなハードルであったことから、「賃金は労働による経済効果の対価である」という意識をプログラムに組み
込み、賃金を支払う農業者に貢献できる人材育成を目指した。
※調査内容の詳細は別紙P2「令和３年度『地域の労働力状況の調査』結果」を参照

農業研修プログラムの基礎編（農家実習編）では、調査の中で人の雇用の可能性のある農業者・農業法人を選定し、研修の受け入れを依頼した。（１０件）

イ 労働力の確保・育成（情報発信等）

令和３年度にHP、Facebook、google広告等で農業研修プログラムへの参加者を募集し、２５名が今年度のプログラムに応募・参加をした。

今年度は、農業研修プログラムの実施内容（農家・農業法人での実習のうち８回）をFacebookにて投稿し、引きこもり等の働きづらさを抱えた方々に向け
た情報発信を行った。また、次年度のプログラムへの参加者をHP及びFacebookにて募集をし、説明会を開催している。

【来年度プログラムに関する説明会と応募実績（3月1日時点）】
説明会申し込み件数：７件
説明会実施回数：2回(７名参加) / 全３回中
応募：１件 成立：１件

令和４年度
農業労働力確保

支援事業



特定非営利活動法人 農スクール
事業実施期間令和３年度～令和４年度

今年度の取組み内容

ウ 労働力等のマッチング及びデーターベース化

元気⾼齢者の地域活動をサポートするウェブプラットフォームであるGBER(Gathering Brisk Elderly in the Region) の地域農業版プラットフォームの開発
を行った（業務委託）。具体的には、農業界で労働力に求められる能力やマインドを令和３年度に実施した農業者へのアンケート（125件）及びヒアリン
グ(30件)内容から抽出し、農スクールと東京大学の開発者での打ち合わせを行い、「農業スキル」、「仕事の丁寧さ」、「意欲、雰囲気」の３項目を５段
階で評価し、労働力に記録として蓄積できる仕組みを構築した。労働力を雇う農業経営者にとって、労働力がどのような農園でどのような評価を得て
きているのかが蓄積された情報から読み取れるため、任せる仕事などを想像しやすく、雇用主と労働力のミスマッチが従来よりも防ぎやすいマッチングシ
ステム（データベース）となった。

９月以降の農業研修プログラム（農家・農業法人での研修）において、試験的に運用を行い労働力のデータベース化を行った。

エ 農業の「働き方改革」への取組み（課題調査及びセミナー開催等）

令和３年度に実施した農業者３０名へのヒアリング調査では、神奈川県内において無償の援農ボランティアによって労働力が支えられている部分も多く、
ボランティア（無償）と労働（労働基準法管轄）との境目が曖昧であり、構造として賃金の引き上げを目指す場合において、その境目の情報整理の必要性
が浮かび上がってきた。
また、そのような調査状況を踏まえ今年度に実施をした農業研修プログラムにおいては、参加者が農業で「働くこと」を目指しているのか、援農などで農
業に「関わること」を目的にしているのかの線引きを明確にした。特に農業で「働くこと」を目指してる参加者に対し、「ア」で述べたような雇用する農
業者に貢献できるような人材育成を心掛けたと同時に、参加者自身が雇用就農と援農の違いを認識し、望まない援農ボランティア状態に陥らないような注
意喚起を行った。

オ 他産地・他産業との連携による労働力確保

全国３８０産地、およそ２０００名の農業者がつくった農産物を取り扱う会社の取締会にて、農スクールの取り組みについて紹介をした。
その中で、東北や九州の農業者からも深刻な現場の人手不足の声があり、農スクールからも農業で働く人材を是非紹介してほしいという声をいただいた。
今後は、藤沢地区にとどまらない全国の生産地と連携した労働力確保のモデルを構築する。

令和４年度
農業労働力確保

支援事業神奈川県



事業実施期間令和３年度～令和４年度

今年度の取組み内容

カ 受入段階の計画（中核人材の確保・関係者の理解促進の取組み）

キ 就農支援の計画（農業体験、研修、受入農業者に対する研修の実施）

・4月から「農業研修プログラム（導入編）」を開講
開講日（全１０回）：4月12日、4月19日、5月10日、5月17日、5月24日、6月14日、6月21日、7月12日、7月19日、7月26日
参加人数（延べ）：２２８名
内容：自社圃場において、畑の土づくり、除草作業、野菜の植え付け、管理、収穫等を２クラスに分けて実施した（詳細は別紙P２「農業研修プログラム
（導入編）の実施内容 全１０回を参考）。導入編では、およそ週に一度のペースで畑での農作業を行い、心身のバランスを整えたり、基礎的な農業スキル
の習得を行った。また、プログラム実施中に個別の面談時間を設けることで、受講生それぞれに寄り添ったプログラムを運営した。全１０回の中で受講生は
自身の農業という仕事への適正を測り、修了後は基礎編進みより農業の経験や理解を深める方、援農に取り組む方、農業アルバイト等へ挑戦する方、また他
産業への就職に挑戦する方など、それぞれの進路を選択した。

・8月から「農業研修プログラム（基礎編）」を開講
開講日（全１０件の農家・農業法人）：8月9日、8月 23日、9月6日、9月20日、9月 27日、10月11日、10月18日、11月3日、11月8日、11月29日
参加人数（延べ）：６３名
内容：導入編修了者のうち７名が基礎編にすすみ、個人経営から農業法人に至るまでの幅広い層の地域の農業者のもとで実践的な農業研修を実施した（詳細
は別紙P３「農業研修プログラム（基礎編）の実施内容 全１０回を参考）。
また、７名の農業経営者の方々から、「どの時期に、どの様な仕事をしてくれる人が必要であるか」や「どのような人に働いてもらいたいか」逆に「どの様
な人とは一緒に働きたくないか」などの就農に向けたお話をしていただく時間をつくった。これらの経験の中で、農業で働くといっても幅広い選択肢があり、
自分にはどのような働き方が合っているのかを受講生自身が理解をし、それぞれが就農に向けたアクションを取れる状態になった。

ク 定着支援の計画（中間就労の仕組み作り・就農、定着支援に向けたサポート）

・交流会の開催
開催日：11月3日（農業研修プログラム（基礎編）第８回目）
参加人数：７名
内容：雇用就農者２名、独立就農者１名をお呼びして、就農希望のプログラム受講生との交流会を実施した。受講生から雇用就農や独立就農の当事者に対し
て、直接質問や相談をする機会をつくることで、普段はなかなか聞くことのできない、現場で働く人の実際の声を聞くことができ、メリット・デメリット両
面から現場への理解を深めることができた。
・就農へ向けた個別面談（対面式）を開催
開催日：12月6日、12月13日、12月20日、1月10日、2月21日
参加人数：５名
内容：就農へ向けて受講生それぞれの希望や特性に沿った個別面談を実施した。受講生によって、雇用就農（アルバイト含む）、農業インターン、援農など
希望する進路がさまざまであり、それぞれに合わせた伴走支援を実施した。 ※個別面談（対面式）の他、電話やメールでの伴走支援も同時に実施した。

令和４年度
農業労働力確保

支援事業
特定非営利活動法人 農スクール

神奈川県



事業実施期間令和３年度～令和４年度 令和４年度
農業労働力確保

支援事業

本事業取組みにおける成果項目 次年度以降の取組み内容

特定非営利活動法人 農スクール
神奈川県

１.農業研修プログラム(導入編・基礎編)の実施
今年度に引き続き農業研修プログラムを実施し、継続
的に働きづらさを抱える方々の就農支援を行う。

２.複数拠点普及を見据えたモデル構築
藤沢地区での就農支援プログラムの構築・実践を日本
全国さまざまな拠点で提供できることを目指したモデ
ル構築を行う。具体的には、スタッフ育成用教材の作
成、組織運営マニュアルの作成を行い全国複数拠点で
のプログラム運営に対応可能な組織体制を整える。

３.スタッフ育成用教材作成
ノウハウとして蓄積してきた受講生のやる気を維持さ
せながら農業スキルを身につけることができる環境づ
くりやコーチとしての活動のポイントをスタッフ育成
用教材として落とし込み、プログラムの要とも言える
スタッフの育成を円滑に進めるための道標を立てる。

４.組織運営マニュアルの作成
プログラム受講生の募集、プログラムの提供、就農サ
ポートなどのステップごとに運営が実行及び注意すべ
きことをまとめ、マニュアルに落とし込むことで、プ
ログラムの円滑な運営と成果の最大化につなげる。

１.受講生の進路状況
農業アルバイト２名（うち１名は短期雇用）、農業イ
ンターン１名、援農６名、他産業への就職３名

※令和5年3月現在も引き続き就農等へ向けたサポートを継続中

２.ステップアップ手帳の作成
雇用主の農業者等が労働力に求めるスキルやマインド
を自主的に整理、醸成できる手帳型の冊子を作成した。

３.事業報告冊子の作成
令和４年度の事業内容をまとめた事業報告書（全
28P）を作成した。働きづらさを抱えた方々の雇用就
農へ向けた川上から川下までの伴走支援について、本
年度の事例を踏まえながらまとめてあり、本事業を経
て得られた知見や経験をモデルとして横展開を目指す
際に有効的に使用することができる。

※項目２、３に関して、同地区での理解促進や他地区
での雇用就農者創出を狙い、農業者、行政組織、同様
の活動をしている（しようとしている）団体等へ配布
した。



＜社会的背景と農スクールの取り組み＞

背景①

農業界の人手不足
→販売農家戸数の減少
→新規雇用就農者の減少

働けない状態

農家
インターン

STEP ②

実践的な農業体験
「適材適所」の発見

自社農場で独自の
農業プログラムを提供
・自分の長所の発見
・自分への自信の回復

農業
プログラム

STEP ①

背景②

引きこもり人口の増加
→全国には引きこもり状
態の人が115万人存在する

〜農スクールの取り組み〜

働けない状態の人を日本の農業界を支える人材へと育成することで
農業の担い手不足とひきこもり人口の増加、２つの問題にアプローチ

農業界に貢献
する人材



コミュニケーション モチベーション 問題解決能力 身体能力&スキル

・常識的な礼儀やコミュニ
ケーション能力

・信頼できる人であること

・元気な挨拶ができる

・協調性がある人

・農園で扱う栽培品目が好
きであること

・長く仕事を継続してくれ
ること

・農業という仕事を通して
実現したいことを考え持っ
ているこ

・問題発見、問題解決能力
（改善ポイントがわかる様
な観察力と、それを議論し
ながら解決、改善していけ
る能力があること）

・健康的で、普段から体を
動かしても問題がない人

・運転が出来て力がある人

令和３年度「地域の労働力状況の調査」結果
方法：インタビュー形式のヒアリング調査
対象者：藤沢市およびその近辺で農業を営む農業者30名

雇いたいと思う
に関するコメント

雇いたいと思わない
に関するコメント

・１人で２５０万稼ぐよりも、２人で５００万稼ぐ方
が、将来的に持続可能性があると感じるため

・これまで働いていたパートさんの入れ替えがある可
能性があるため

・常時雇用は現状難しいが、スポットできてくれる形
だとありがたい

・規模が大きくなり、自分一人では回しきれない

・所属している団体が家族経営が基本の団体でもあるため、
基本的に雇用は考えていない
・労力は多くなる一方で収益はあまり増加しない可能性も
あるため、労働力が機能しない場合は、先行投資になるた
めリスクが大きい
・他の農家さんでパートさんを雇っている人のところの様
子を見ると、パートさんの動きが遅すぎて、正直雇う気に
なれない
・新たに仕事を作る必要があり、難しさがある（もし新た
な人を雇った上で、仕事をこなせないとなると、多大なリ
スクになる可能性がある。）
・通常の就労支援団体からのアルバイトであると、鎌や鍬
の使い方から教えなくてはいけないため、少々手間がかか
るのは事実

Q. 最低賃金を支払って人を雇いたいと思いますか？

Q. 正社員を雇用する際、人材に望む能力・意識・勤務姿勢はなんですか？

・人を雇いたいと思う経営者
は雇用することで規模拡大や
持続可能性を高めることがで
きると考えている

・人を雇いたいと思わない経
営者は人を雇うことのメリッ
トよりも人件費や教育コスト
のデメリットを大きく感じる
傾向がある

・人材に望む能力は経営者
により異なる

・農業スキルは即戦力とし
て判断される

・他者に貢献しようという
気持ちを持った人材が求め
られる

明らかになったこと



農業研修プログラム（導入編）の実施内容 全１０回



農業研修プログラム（基礎編）の実施内容 全１０回



令和４年度に作成した成果物一覧

令和４年度報告書 28P 卒業生のためのステップアップ手帳 16P

受講生向けガイドブック 10P トレーナー向けガイドブック 21P 視察・取材向けガイドブック 15P
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